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〈火災状況〉　管内件数増加、本町は件数・

損害額とも大幅増

　火災件数は前年より２件増加しました。損

害額は減少し、２年ぶりに1,000万円を下回

りました。

　火災の原因は、たき火が最も多く８件、取

り灰の不始末、枯れ草焼き、爆発がそれぞれ

１件、原因が特定できなかったものが４件あ

りました。

事故の特徴
○県内の死者数46人のうち、25人が高齢者で全体の半数以上を占

めている。

○高齢者の死亡事故では、歩行中・自転車乗車中の事故が多い。

☆佐川署管内では死亡事故２件
①５月に佐川町加茂の国道33号で発生

　対向車線にはみ出した軽自動車と対向車が正面衝突し、軽自動

車の運転手(高齢者) が死亡。

②11月に佐川町丙の国道33号で発生

　道路横断中の歩行者と高齢者が運転する軽自動車が衝突し、歩

行者が死亡。

　２月７日は「北方領土の日」です。1855

年のこの日に、日魯通好条約が調印された

ことにちなみ、北方領土返還要求運動の全

国的な盛り上がりを図るために設定されま

した。

　択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島の北

方四島は、歴史上、一度も外国の領土にな

ったことのない日本固有の領土です。

〈救急出場状況〉　96件増、件数過去２番目

　救急出場件数は前年より18件多く、過去２番目

に多い件数です。

　搬送人員はも前年より20人増加しています。う

ち高齢者の割合が過去５年間で最も多く、全搬送

人員の約72％を占めています。

　高知市内などの高次医療機関への管外搬送の割

合が、過去５年間で最も少ない51.２％となりま

した。

〈救助出動状況〉　交通事故が大半、労働災害が増

　救助出動件数は、前年より４件増加しています。

　交通事故の出動が、前年と同じ24件で大半を占めています。

労働災害、一般負傷とも２件増加しています。

平成23年中の火災・救急・救助出動状況

２月７日は「北方領土の日」 ２月は全国強調月間

交通安全協会からお知らせ交通安全協会からお知らせ交通安全協会からお知らせ
佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０

※交通安全協会は、皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします

　高吾北消防本部では、平成23年中の火災・救急・救助出動状況をまとめましたので発表します。

国の施策等については、こちらをご覧ください

　内閣府のホームページ

　http://www8.cao.go.jp/hoppo/

毎年２月は「北方領土返還運動全国強調月間」です

「“いつか”を“今に”。日本の国土、北方領土」
（平成23年度北方領土返還要求に関する標語最優秀作品）

交通事故の概要

人 人 人
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